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中等學校に於けろ天：交教材論（，、
　　　　On　Astronomy　in　Middle　Schools．
（去る四月15日，或る中等敏員錬成月一ヒに於ける講演要旨）
山　本　一　清　　Issei｝iaηuamoto．
　天球儀の自作は極めて容易である．幸ぴ，今は，地球儀が非常に普及して，
玩具店などにも之れが見つかるのであるから，この既製の地球儀を一つ買って
來て，何かの方法で，その表面の地圖を：はがし，或は，この表面に新しく白紙
をはりつけ，改めて，こXに星圖を書けば好いのである．国津れに地ZF線や，
赤道二等を三三に取りつけ，更に，との子午線に滑って，球が回韓するやう（地
二線と北極との角度が攣化するやう）に構造を工夫することが出回れば，上等
である．この天球儀の三下を養く場合に，普通の星圖の裏返しにしたものを書
くことを忘れなV・やうに注意すべきである■／（初めての入は，よく，この種の
誤り’をする！）
　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
　天球儀よりも，もっと簡軍で，もっと實用的なものはt‘日時計”である．日
時計は，数十年前には，よく市販のものを見受けたが，此の頃は，むしろ之れ
が非常に稀なものとなった．しかし，決して心配する必要はない．日時計こそ
は，‘ e學校に一つづつなどと，ケチ臭いことを言はす，各家庭に一つづっ有っ
てみて好いものである．尤も，日時計の示す時刻は，今日の進歩した時計よb
不正確であり，叉，多少不便でもある．しかし，天文器械として・之れ三六便
なものは無い．之れによって，天禮の蓮行といふ問題を可なり適確に學び得る
のであるから，自分は，是非この日時計を各家庭に普及するやうに，以前から
も希ってみるのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　（11）
　球面天文學と同時に，是非學ばねばならないのは星座の知識である．但し，
之れは嚴密な意味に於いて理科や地理の教材になるわけではない．全く，之は
天室藝術の鑑賞である．故に，只，今日の諸芸校に於ける教科要目に委せて置
けば，生徒は，多軸や物理は教はる戯しど，星座といふものを教はる機會が無
い．ア．マチュア天文家から見れば，それは頗る攣な話だけれど，學校といふも
のは，さうしたものセある．こんどの中等學校教科要目改正令によって，科目
の分立を遜け，なるべく綜合的に教授するといふ主旨に鍵つたのだけれど，そ
れでも，街，かうして星座の事は見逃されてみるのは，皮肉といへば皮肉であ
る．（回れについても，今日の學校教育といふものが1とかく傭隔に陥り易く，
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それに反して，アマチュアの行き方が，如何に正しい學問のし方であるかとV・
ふことを，讃者は感じられるだろう．）星座は，どうしても，今の制度では，課
外として，良器科の教師か，叉は國語科の教師が教へなければならない．
　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
　中藍校では，決して専門家を養成するのでないから．星座も，全部を教へる
必要はない．只，しかし，トレミ星座の大部分，殊に黄道の12星座の全部と，大
熊小熊の如き北天星座と，そのほか，一等星や二等星を含む星座は，成るべく
心匠へなければならぬ．同時に，一等星20ケばかりの名稽や位置や光度や色な
どは，日本から見えるものも，見えないものも，國民の常識として教へなけれ
ばならぬ．この頃，南方の職線に活躍する勇士たちの燈心から見ても，全天球
上の主な星座を知ってみなければならないことは明らかである．
　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
　星座を教へるためには，簡軍な星圖も必要であろう．星圖は，世界地心と同
様な投影：方法で書かれるのだから，之れは，藪學や地理と蓮絡を取りつk扱は
ねばならぬ．大罐，填れは本塩獲行の簡易星圃ぐらみなもので良かろう．それ
以上の星座は，特に熱心な生徒か，叉は，優秀な者にのみ用びしめることにし
たら，好かろうと思ふ．樹，星圖は，特別な生徒に星の目録を示して，自作せ
しめるのも興味ある方法である．
　星圖があれば，赤道や，黄道や，春分黙，秋分貼，夏至鮎，冬至貼，北極
南極といったやうな，眼に見えないものの位置も容易に學び得るし，叉，それ
から直ぐ暦の知識を，目前にあるものの如く，教へることも出血るわけであ
る．
　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
　およそ，物理學の中で，最も無味乾燥な，教へ難いものは力學である．詣れ
に關干した實験は全てじみだし，又，極めて敷理的なので，電氣や，光學のや
うに派手な魅力は生徒に持たせ得ない．しかるに，之れに反して，天盛力學と
いお、ものは，天文學の諸分科中に於いて，最も興味深V・ものの・一つである，こ
の黙を中等教師諸君は注目しなければならぬ．勿論，天艦運動のいろ・々・々な姿
は，決して簡箪に模倣や實験が出來ない。しかしながら，4常，天室に見慣れ
てみる諸現象や，落艦の運動から潮汐の現象に至るまで，之れ等を智，天艦力
量の原理から説くことにすると，生徒の興味は油然として起って渡る．それ
に，コペルニクから，テイコ1・ブラ1エ，ケプラ，ニウトンに至るまでの論宰
更を論明して見たり，叉，彗星や諸遊星の軌道の模型や圖形等を作らせて誘導
するならば，生徒は一躍して天文卜者の自畳に入る境地を畳えるものである．
　力と質量との關係，速度と加速度との差違，回腸運動の耐秘性，二一曲線相
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互の關係など，何れを取り出しても，生徒たちには大きな示唆である．
　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
　天艦力學の初歩は，質黒占の力學である．こSで，最も簡箪な力學系の根本的
な原理や原則を，興味と，憧憬とを以って，生徒たちは教へられる．それから，
すぐ堂奥に入って．癖動作用に導くことも出雲るし，叉，固罷や細動の力學へ
進む道もある．コマを廻しながら，歳差運動といりたやうな宇宙的な，又，趨
人的な事實を激へることも出來るしt球罐の廻韓を論じて，潮汐の理を論いた
り，経緯度の憂動を解くことにもなる．伺，地球め自評と，太陽や木星の自韓
との差違を或る程度にまで論明して聞かせるに至れば，只，この方面のみから
でも，天皇の運命や宇宙の進化論に走れることとなって，仁術と．いふものの文
化的意義を感得せしめることが出來る．
　更に，この天罷力學の獲展のために，ニウトと以來，過去二三百年間の数理
學者が仁術に捧げた努力の跡を話して見ると，歎學や力學といふものが，冷や
Sかな死のやうなものではなくて，熱血ににじんだ歴史を踏んで來たものであ
ることが，了解される．
　　　　　　　　　　　　　　　　（16）
　理論と経験（観測）との交渉，其の熱立と調和，協力等々，近代のあらゆる
學術研究の姿に現はれて來てるる事がらを，敢へて・fデオロギ1になづます，
只，二千年來の天文學史に示されて來た史實そのものによって解き明すこと
は，今後の文化杜會に波頭して行く若い頭陀の持ち主に，事物達観の大硯野を
與へるととにならうと思ふ．
　それから，最後に，，この天文學の：方面から，アインスタインとニウトンとの
差違を論じ，叉，新蕾の物理學の置別にまで話題を進めることが出來るだらう
し，理學といふものが，一方に於いては歴史の所産であることを示すと共に，
他：方に於いては，理學が，菅に鷹用技術の母騰であるに止らす，叉，一面に於い
て，健全圃快な思想の背景をなしてみることを教へるととにもなるだらう■t
　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
　前述した通り，球面天丈學は，干る意味に於いて，既に：完成された理學であ
ると同様に，天鐙力學も事實に於いて殆んど完成された学術の大殿堂である．
素人が一一指も染められない結構の壮大さを持って居る．皆，之れは過去二百年
にわたり，ニウトン，ラグランジ，オイラ，ポワンカレ等の互匠が相次いで作り
上げた堂塔である．もはや今日は，日月蝕は言ふに及ばず，暦書に才禺げてある
様々の天文現象の實際を，計算上から豫報を完全に行ふことが乱調る．一大昔
から，天文治者は，未來の門門を正しく適申せしめることによって，猫特の信
頼を世人から獲て來たものである。野望學者は未だ明日の天氣豫報を100％に
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適中せしめることは測鉛ない．讐師も亦，屡々患者の診断を誤る例が多い．し
かしながら，天文家の虚言は分秒まで漁れを疑ふ飴地が無い．之れは要する
に，永V・學史の間に，宇宙脇息の根本が完全に把握されたことと，数台を最も
自由に駆使する能力のためである．そして，この行き：方～二そは，すべての他の
算術の進み行く先きを暗示するものである．
　　　　　　　　　　　　　　　　（18）
　要するに，天富力學は，天文學の諸分科の中で，最：も天文學らしい天文學で
ある．一般人が“天文學”といふ聲を聞くと，それは，歎學張りの學術，西入
的な學術，高樹にして近づくべからざる學術’……と言ったやうなものを豫想
する．これは實際，その通り，天宮力學に於いてほf當てはまる．昔から，天
　　　　　　　　　　　　　　　　ねし丈學者は，天罐の番人であり，宇宙の主であり，造物神のからくりを知悉して
居り，人類の指導者であり，眞の灌威の所持者であると凧はれ，學者も亦，自
ら豫言者を以って任じ，軍なる學者（Astronomist）ではなくて，實に天丈家
（Astronomer）と呼ばれることを望んでみた．此等は，すべて天艦力學者に皆
その代表者を見出すことが出來る．今日，世の理論に注目するものは，此等の
事實を正覗しなければならない．
　温飯は全ての物理學の母である．從って，天蛮力學は，天文詮議騰の主軸を
なすものである．力學に比べると，球面天文學は，天文學の外被をなすもので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ天文學外との交渉が最も頻繁であり，叉，応用の最も多い部門であると言ひ得
る．
　　　　　　　　　　　　　　　　（ig）
　球面天文學は，言は更，吾人が足を地に付けたま玉，心室の諸現象を覗ふと
言ったやうな喪心であるが，天艦油凪は，學者自らが地を離れて，宇宙に君臨
　　　　　　　　　　　　　　　　たてまへし，大小無歎の天腿を指揮號令する建前の學術である．故に，天田力冠者は，
聯に近い存在であるとも言ひ得る．
　さて，此等に回し，天艦物理學は，近年急激に獲面して來た新誌であるが，
回れは，大望遠鏡や，其の他の諸器械を通じて，高遠なる天艦を無残にも吾が
地界へ引きずり下し，之れを狙上に置いて，自由に解剖研究する學である．天
盛物理學者の使用する器械は，分光器，光度計，爲眞機，干渉計等々，皆，物
理學の實験室に：雫常から用ひられてるるものであって，つまり，學者は，この
宇宙全膿を物理學魚商室と心得てみるに，ほかならぬのである．從って，普通
の物理學者が，球面天文學者の根城である子午環室に入って來ると，全く不案
内のために，途惑ぴするととが多いけれど，若し彼を，天文物理痴者の集配ふ
大赤道儀のド1ム中に案内すると，そこには電機あり，分光器あり，光度計あ
りで，すつかりアト・ホ1ムに感じて了ひ，主人の仕事に直ぐ御せつかいを始
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めて，かうしたら好かろう，あ～したらどんなものだろうと，干渉し・出すに違
ひない．
　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
　星は要するに光源に過ぎない．暗れを如何に取り扱ふかと言ふことは，主人
よりも，物理學者の方が良く心得てみる．こう言ったものだから，天喜物理學
は，元々，物理學者が夫文毫へ彌次りに來て，始められた學術である．最初は，
天文學（Astronomie，　Astronomy，　L’Astronomie）と天髄物理學（Astrop’ny・
sik，　Astrophysics，　L’Astrophysique）　とは全く別れてみて，天文學者
Astronom，　Astronomer，　L’Astronome）と天六物理亡者　（Astrophysiker，
Astrophysicist，　L’Astrophysiciste）と｝ぱ：交際しなかったものであり，時1々
は樹立したととさへあった．しかし，最近年は雨者が互ひに使命を理解し合っ
て，多くは一つの屋根の下に働くことになったのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
　球面天文學を學ぶためには，幾何學と三角術とを知ってみれば良V・・天干割
學を學ぶためには，やはり一通りの藪學が必要である．しかし，天艦物理學を
學ぶためicは，物理學全般について，殊に新しい魔羅と電氣學とを知ってみな
ければならない．
　与れを叉，別の言葉で言ひ換へれば，球面天文學は一般の幾何學や三角術の
癒用：方面として，多くの練習課題を見出すことが出來る．又，天艦力學は一般
の藪學や卓球の興味をそNる練兵場である．凝れに押して，天艦物理學は，新
時代の物理學の盛んに慮用される方面であると共に，叉，この新しい物理學の
中に横はる未解決の諸問題を，天物物理の研究結果から教へられて，解決し得
る場合も多い．故に，新物理學と天膿物理學とは，正に相協力し合ふ兄弟であ
って，決して親子の町勢ではなく，叉，敵味：方の間柄でもない．（響く）
?
答
　悶ひ：ニウトンが生れたのは1642年ですか？　1643年ですか？
答へ：ニウトンは1642年十二月25日に誕生したと傳へられてるますが，但
し、之れはユリウス暦での話です．英國では，當時まだユリウス暦を用ぴてる
ま㌧たから．しかし，今日，吾々はグvゴリ暦を用Ptてるますから，今1942年
十二月25日は丁度ニウトンの誕生日に當らないのです．グレゴリ暦は1572年か
ら・fタリャ，フランス，エスパ＝やあたりで用ひたのですから，との暦法によ
ると，ニウトンの生れた日は1643年一一月4日となります．ですから，來年（1943
年）の一月4Bが正しく生誕冒の瀟3QO年目に回るわけです．（N．　M・）
